






































































































































『堤中納言物語評解』は、 「新制大学の教養学部の学生のため、 及び高等学校の生徒や、 国文学を愛好する一般の人々のため」に書かれた、という（ 「はしがき」 ） 。しかし、四六判ハードカバーの函装、七五〇頁という重厚な装いであっ
た（２）
。刊行された昭和二九年という時期を考慮すれば、
これはもう学習参考書というよりも、追随をゆるさぬりっぱな注釈書であっ とすべきであろう。八年後に 「本書を読む前に」の一文や「参考文献」の一覧 各種索引 増補されたものの、版組そのままで『堤中納言物語全註解』
が出版されたのもむべなるかな。
しかも、山岸の当該作品への思い入れの深さは、 「堤中
納言物語と私（＝山岸）との因縁、及び本評解刊行までの経緯」を九頁にもわたって説述した詳細 「後書き」にあり、 当初『評解』への「後書き」であったものが、 『全註解』の巻末にも転用されている（したがって『全註解』の「後書き」であるにもかかわらず、 本評解刊行までの云々」が遺されている） 。
それによれば、山岸博士と『堤』との出会いは大正五年
（一九一六）に遡るという。














































昭和三年頃から、私 諸本の調査をした。その八月十七日付で、天王寺事務所から 明静院に関する返答が来た。それが、日本文学全書 間 あって、偶然にも現存している。
 
（七一六頁）
私は、堤中納言物語を昭和の初年 習院高等科 国語科で使ったのが最初であ 当時は、今よりもまだもっと 未熟であっ 最後は教育大学で、二十八年度に専門課目として使 専門課目の演習には、余りいじめて学生に骨を折らせ過ぎたかと、追想して居る。
 
（七一八頁）







































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































本稿の前々節にも一瞥した尾州家本『夢の通ひ路物語』の現写本（三三五九）について、あらためて言及しておきたい。『夢の通ひ路物語』は、南北朝末期または室町初期の成立とみられている、いわゆる中世王朝物語のひとつであるが、蓬左文庫に現蔵する一本が知ら るのみで、他に伝本を聞かない孤本である。昭和四七年 古典研究会か 、発掘者ともいえる山岸徳平と平沢五郎の編で影印が刊行されてい
（４）
る。のち、三角洋一の編で『鎌倉時代物語集成・第六















































































































































































































































































































































山岸文庫蔵本識語編年資料から」 （ 『實踐國文學』第九一号、二〇一七年三月） 。以下「前稿」と略す。
（２）
 その後 「学生版」と銘打つ簡略版が出され、七五〇頁のフルバージョンは絶版 なった。学生版は「本書を読む前に」 「解題」を切り出し、さらに「後書き も省された三七〇頁仕立て。
（３）


























（武蔵野書院、二〇一七年三月刊） 、後藤康文『堤中納言物語の真相』 （武蔵野書院、 二〇一七年四月刊）の二冊である。本稿は、これら新研究の可能性へのオマージュとして執筆した。
（よこい
　
たかし・実践女子大学教授）
